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B. インフレ率7rと失業率uの関係が(1)式のフィリップス曲線によって表される経済において、中央
銀行の損失関数L(1r,u)が(2)式で表されるとしよう。

    1 
7r = E1r - ー（U-炉）

    a 

L(1r, u) = 0.5研＋0.57r2

ここで、E叶ま期待インフレ率、初は自然失業率を表しており、aはパラメ ー タである。 単純化の

ために、中央銀行は金融政策によってインフレ率を完全にコントロ ールできると仮定する。

(a)硬直価格モデル、または不完全情報モデルを用いて標準的な短期総供給曲線を導出したうえ

で、その短期供給曲線から(1)式のフィリップス曲線が導かれることを示しなさい。

(b)中央銀行が固定的なJレールの下で一定のインフレ率にコミットする場合、中央銀行にとって最

適な固定Jレールは何か、理由ととも に答えなさい。

(c)中央銀行が裁量的な金融政策を行う場合、中央銀行にとって最適なインフレ率を求めなさい。

また、民間経済主体も中央銀行がこの最適インフレ率を選択すると予想した場合のインフレ率

を求めなさい。

(d)上の(b)と(c)それぞれの場合における失業率とインフレ率を比較し、 どちらの金融政策が望ま

しいか論じなさい。 また、(b)と(c)で最適金融政策の帰結が異なる理由を直観的に説明しなさ

し‘

(e)上の(b)と(c)で最適金融政策が同じになるような中央銀行の損失関数L(1r,u)を見つけなさい。


















